
豪雪対策本部が設置されました②
審議会委員等を募集します④
印鑑登録証が変わります⑥
町の元気100歳⑫

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  ホームページ : http://www.town.shirataka.lg.jp編集と発行／白鷹町総務課

　豆まき（節分行事）　　―　鬼は外！　―
　２月３日、あゆかい保育園で節分行事の豆まきが行われました。鬼がやってくると、あまりの怖さに園児たちはびっくり！

泣き出してしまう子もいましたが、先生と一緒に「鬼は外！」の掛け声とともに鬼めがけておもいっきり豆を投げつけてい

ました。
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豪
雪
対
策
本
部
�
設
置
�
�
�
�
�

平
成
17
年
度
以
来
�
年
�
�

　

町
で
は
、
去
る
１
月
24
日（
木
）、

町
長
を
本
部
長
と
す
る
白
鷹
町
豪

雪
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
冬
期
間
に
お
け
る

町
民
生
活
の
安
全
を
一
層
確
保
し

て
い
く
た
め
、
各
課
長
等
で
構
成

す
る
白
鷹
町
豪
雪
対
策
連
絡
会
を

設
置
し
て
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、

以
降
、
降
雪
が
続
い
て
い
る
ほ
か
、

町
内
各
所
の
積
雪
状
況
が
例
年
を

上
回
っ
て
お
り
、
以
後
も
相
当
の

降
雪
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
豪

雪
対
策
本
部
に
切
り
替
え
、
万
全

を
期
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
も
の

で
す
。

雪
�
�
�
事
故
�
被
害
�
�
注
意
�
�
�
�

　

町
内
で
は
、
２
月
１
日
現
在
、

山
口
地
区
で
１
９
０
㌢
の
積
雪
を

記
録
し
、
観
測
地
点
の
平
均
積
雪

も
１
３
６
㌢
と
な
り
近
年
に
な
い

積
雪
と
な
り
ま
し
た
。（
図
１
）

　

ま
た
、
雪
に
よ
る
事
故
や
被
害

は
２
月
７
日
現
在
で
９
件
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

施
設
関
係
で
は
、
雪
の
重
み
に

よ
り
、
個
人
所
有
の
農
業
用
施
設

な
ど
で
５
件
の
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
人
的
な
被
害
で
は
、
除

雪
作
業
中
の
事
故
で
亡
く
な
ら
れ

た
か
た
が
１
人
、
負
傷
し
た
人
が

３
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
気
温
の
上
昇
に
よ
る
雪

崩
な
ど
の
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、

雪
に
よ
る
事
故
や
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�
除
雪
�
�
協
力
�
�
�
�

①
除
雪
の
妨
げ
に
な
る
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
流
雪
溝
の
ふ
た
は
必
ず
閉
め
ま
し
ょ
う
。

�
日
常
生
活
�
�
�
�
注
意
事
項
�
屋
内
外
�

①
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
設
備
器
具
な
ど
、
屋
根
か
ら
の
落
雪

　

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
燃
焼
機
器
な
ど
の

　

周
辺
を
除
雪
し
ま
し
ょ
う
。

③
配
管
周
辺
の
除
雪
の
際
に
は
油
の
配
管
を
破
損
し
な

　

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

④
暖
房
機
の
給
排
気
口
を
ふ
さ
が
な
い
よ
う
除
雪
し
ま

　

し
ょ
う
。

⑤
防
火
水
槽
、
消
火
栓
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

⑥
万
一
に
備
え
、
避
難
口
を
玄
関
の
ほ
か
に
も
う
一
箇

　

所
確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑦
暖
房
器
具
は
正
し
く
使
い
火
災
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

�
農
作
物
等
�
雪
害
防
止
�
�
�
�

①
降
雪
の
晴
れ
間
を
見
て
、
樹
木
や
施
設
の
雪
下
ろ
し

　

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
施
設
な
ど
の
除
雪
を
こ
ま
め
に
実
施
し
、
積
雪
に
よ

　

る
倒
壊
な
ど
の
被
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

※
傾
斜
地
で
は
、
表
層
雪
崩
な
ど
の
危
険
も
あ
り
ま
す
。

　

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

�
交
通
事
故
�
防
止
�
�
�
�

①
道
が
狭
く
な
っ
て
い
ま
す
。
歩
行
者
の
そ
ば
を
通
る

　

と
き
は
減
速
し
ま
し
ょ
う
。

②
道
路
の
見
通
し
が
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。
出
入
り
口

　

や
交
差
点
で
は
十
分
注
意
し
て
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

50

80

110

140

170

200

西
高
玉

西
田
尻

山　

口

深　

山

畔　

藤

大　

瀬

高　

岡

荒　

砥

細　

野

ス
キ
ー
場

155

120

147

75

109

88

67

122

160

H17 年度最高積雪

1月 21 日

1 月 25 日

1 月 28 日

2 月 1 日

184

（単位：cm）

145

184
190

160

100

150

115

97

157
150

積
雪
量
の
変
化
（
１
月
17
日
～
２
月
１
日
）

（図 1）

特
に
、
除
雪
機
や
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪
作
業
を
す
る
時
は
、
周
囲
の
安
全
確
認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
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※もう一度ご確認ください。
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荒
砥
高
校
生
（
畔
藤
地
区
）

共
栄
建
運
（
横
田
尻
地
区
）

役
場
職
員
（
山
口
地
区
）

◆荒砥高校
　野球部とバスケットボール部の生徒とその保護者など約30人
が５班に分かれて10軒の除雪を実施。昨年に引き続き参加した
生徒は「いつも支援していただいている地域の皆さんの役に立
てればうれしい。」と話していました。

◆共栄建運㈱ほか２社
　共栄建運㈱・那須建設㈱・山形緑化㈱の３社が協力し、約20
人のかたが、町内４軒の除雪ボランティアを行いました。この
ボランティアは毎年実施されており、長井市・飯豊町でも同様
に行われています。

◆役場職員
　役場の若手職員約40人により、６軒の除雪ボランティアが行
われました。
　雪の高さは１階屋根までつきそうなほどに。約２時間の作業
で軒下はきれいに排雪されました。ボランティアを受けたかた
は「足腰が弱っていて、玄関の雪を片付けるのがやっと。除雪
ボランティアをしていただいて本当に助かった。」と話していま
した。

□１月 29 日（土）

□１月 30 日（日）、２月５日（土）

　５年ぶりに豪雪対策本部が設置された町内。
　１月29日、30日、２月５日、町内各地で除雪ボランティア活動が行
われました。
　各団体は、民生児童委員からの情報をもとに健康福祉課から連絡を
受け、除雪が困難なお年寄り世帯を訪問し除雪を実施しました。ボラ
ンティアいただいた団体の皆さんありがとうございました。

町内で除雪ボランティア活動

○
福
祉
関
連
の
対
応
に
つ
い
て

▼
雪
下
ろ
し
費
助
成
事
業
の
充
実

　

高
齢
者
雪
下
ろ
し
費
助
成
事
業

（
１
回
８
１
０
０
円
の
助
成
）
に

つ
い
て
、
助
成
回
数
を
２
回
か
ら

４
回
に
増
や
し
ま
す
。

▼
お
年
寄
り
な
ど
の
見
守
り
強
化

　

民
生
児
童
委
員
や
区
長
、
町
内

長
に
お
願
い
し
、
お
年
寄
り
・
障

が
い
者
な
ど
生
活
弱
者
の
か
た
へ

の
見
守
り
を
強
化
し
ま
す
。

▼
空
き
家
対
策

　

空
き
家
や
入
院
な
ど
に
よ
る
一

時
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
所
有
者

と
連
絡
を
と
り
、
親
戚
な
ど
の
協

力
を
得
て
雪
下
ろ
し
が
で
き
る
よ

う
配
慮
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

○
町
豪
雪
対
策
本
部（
総
務
課
）

　
　

☎
85

－

６
１
２
４

○
除
雪
関
連（
建
設
水
道
課
）　

　
　
　
　

☎
85

－

６
１
４
２

○
農
業
施
設
関
連（
産
業
振
興
課
）

　
　
　

☎
85

－

６
１
２
７

○
雪
下
ろ
し
助
成（
健
康
福
祉
課
）

　

☎
86

－
０
１
１
１

雪下ろしの際は次のことに留意し、
事故や被害にあわないように注意しましょう。

●作業は家族やとなり近所にも声をかけ２人以

　上で！

●低い屋根でも油断は禁物！

●建物のまわりに雪を残して雪下ろし！

●作業開始直後と疲れたころには特に慎重に！

●晴れの日ほど屋根の雪がゆるんでいるので要

　注意！

●忘れずに！命綱とヘルメット！

●はしごの固定を忘れずに！

●除雪道具はこまめに手入れ、点検を！

●除雪機の雪詰まりはエンジンを切ってから！

●いつでも連絡が取れるよう、携帯電話の携行

　は忘れずに！
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各
審
議
会
等
に
共
通
す
る

　

 

応
募
資
格

◇
原
則
と
し
て
、
白
鷹
町
の
他
の

　

審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
こ
と

◇
原
則
と
し
て
、
年
間
複
数
回
開

　

催
さ
れ
る
会
議
な
ど
に
出
席
で

　

き
る
か
た
（
各
審
議
会
等
の
予

　

定
回
数
は
個
別
要
項
を
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
。）

◇
白
鷹
町
の
議
員
及
び
職
員
で
な

　

い
こ
と

◇
次
の
基
準
を
満
た
す
か
た

(1)
納
税
等
（
町
税
、
各
種
負
担
金
、

　

使
用
料
な
ど
を
含
む
）
の
義
務

　

を
果
た
し
て
い
る
こ
と

(2)
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

(3)
破
産
宣
告
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

(4)
被
法
定
後
見
人
、被
法
定
保
佐
人
、

　

被
法
定
補
助
人
で
な
い
こ
と

(5)
刑
執
行
中
の
犯
罪
歴
が
な
い
こ
と

　

  

任　

期

　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

　

た
だ
し
、
白
鷹
町
国
民
健
康
保

　

険
運
営
協
議
会
は
平
成
23
年
５

　

月
１
日
か
ら
平
成
25
年
４
月
30

　

日
ま
で

　

  

各
審
議
会
等
の
役
割
と

　

  

応
募
資
格
な
ど

①
白
鷹
町
振
興
審
議
会

町
の
振
興
実
施
計
画
の
策
定
や
変

更
な
ど
の
審
議
、
計
画
の
実
施
に

関
し
て
必
要
な
調
査
な
ど
を
行
う

機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有

　

し
、
応
募
時
点
で
満
25
歳
以
上

　

の
か
た

▼
開
催
予
定
回
数　

年
３
〜
４
回

　

程
度

▼
所
管
部
署　

総
務
課
企
画
調
整

　

係
（
☎
85

－

６
１
２
３
）

②
白
鷹
町
国
民
健
康
保
険
運
営

　

協
議
会

　

町
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運

営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す

る
機
関
で
す
。
本
協
議
会
は
、
Ａ

被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
３
人
、

Ｂ
保
険
医
ま
た
は
保
険
薬
剤
師
を

代
表
す
る
委
員
３
人
、
Ｃ
公
益
を

代
表
す
る
委
員
３
人
の
計
９
人
で

組
織
さ
れ
、
募
集
対
象
は
Ａ
の
被

保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有

　

す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

　

者
で
、
応
募
時
点
で
満
25
歳
以

　

上
満
73
歳
未
満
の
か
た

▼
開
催
予
定
回
数　

年
２
〜
４
回

　

程
度

▼
所
管
部
署　

町
民
課
国
保
医
療

　

係
（
☎
85

－

６
１
３
０
）

③
白
鷹
町
図
書
館
協
議
会
委
員

　

図
書
館
を
地
域
住
民
に
密
着
し

た
存
在
に
す
る
た
め
に
、
図
書
館

の
運
営
や
活
動
に
対
し
て
意
見
を

述
べ
る
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有

　

し
、
応
募
時
点
で
満
20
歳
以
上

　

の
か
た

▼
開
催
予
定
回
数　

年
２
〜
３
回

　

程
度

▼
所
管
部
署　

教
育
委
員
会
文
化

　

振
興
係（
☎
85

－

６
１
４
６
）

　

今
回
委
員
を
募
集
す
る
審
議
会
等
と
募
集
人
員

①
白
鷹
町
振
興
審
議
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
人

②
白
鷹
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会　
　
　
　

３
人

③
白
鷹
町
図
書
館
協
議
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
人

④
白
鷹
町
都
市
計
画
審
議
会　
　
　
　
　
　
　
　

２
人

⑤
白
鷹
町
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会　
　
　
　
　

２
人

⑥
白
鷹
町
水
道
経
営
審
議
会　
　
　
　
　
　
　
　

３
人

「審議会等委員」を

募集します

“しらたか” をもっともっといい町に !!
まちづくりにあなたの声をおきかせください !!

　わたしたちが生活している町を住みよい町としていくために
は、わたしたち自らがまちづくりに参画して、みんなで知恵を
出し合いながら一つずつ行動に移していくことが必要です。
　その一つの方法として、協働のまちづくり条例では、町が設
置するさまざまな審議会等の委員を選任するにあたり、自ら参
画しようというかたの募集について定めています。
　各審議会等の役割は、まちづくりを進めていくための重要な
計画などについて、調査や審議をしながら、町に対し意見を述
べていくことです。
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本
会
議
は
、
地
域
実
情
に
即
し

た
保
健
・
医
療
・
福
祉
事
業
の
円

滑
な
推
進
を
目
的
と
し
て
、
各
種

事
業
計
画
を
具
体
化
し
て
い
く
た

め
に
ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
く
機

関
で
す
。

●
募
集
人
員　

３
人

●
任
期

　
　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら

　
　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

●
応
募
資
格

(1)
町
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時

　

点
で
満
20
歳
以
上
の
か
た

(2)
健
康
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、

　

年
２
～
４
回
程
度
の
会
議
に
出

　

席
で
き
る
か
た

(3)
白
鷹
町
の
議
員
及
び
職
員
で
な

　

い
こ
と

(4)
次
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
た

①
納
税
（
町
税
等
）
義
務
を
果
た

　

し
て
い
る
こ
と

②
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
破
産
宣
告
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

④
被
法
定
後
見
人
、被
法
定
保
佐
人
、

　

被
法
定
補
助
人
で
な
い
こ
と

⑤
刑
執
行
中
の
犯
罪
歴
が
な
い
こ
と

●
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

　

を
記
入
の
う
え
、
健
康
福
祉
課

　

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
詳
し
い
応
募
要
項
及
び
応
募
用

　

紙
は
健
康
福
祉
課
に
準
備
し
て

　

い
ま
す
。

●
応
募
締
め
切
り

　

３
月
７
日
（
月
）（
消
印
有
効
）

●
選
考　

審
議
会
等
委
員
選
考
審

　

査
会
で
審
査
の
う
え
、
選
考
し

　

ま
す
。

●
審
査
結
果　

応
募
者
全
員
に
通

　

知
し
ま
す
。

●
委
員
報
酬　

日
額
３
０
０
０
円

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課（☎

86

－

０
２
１
２
）

「
白
鷹
町
明
る
い
健
康
都
市
づ
く
り
推
進
会
議
」
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

④
白
鷹
町
都
市
計
画
審
議
会

都
市
計
画
道
路
、
都
市
公
園
、
下

水
道
な
ど
の
都
市
計
画
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
、
調
査
と
審
議
を

行
う
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
の
都
市
計
画
区

　

域
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時

　

点
で
満
25
歳
以
上
の
か
た

▼
開
催
予
定
回
数　

年
３
回
程
度

▼
所
管
部
署　

建
設
水
道
課
都
市

　

計
画
係
（
☎
85

－

６
１
３
９
）

⑤
白
鷹
町
下
水
道
事
業
運
営
審

　

議
会

　

下
水
道
事
業
に
係
る
受
益
者
負

担
金
と
分
担
金
、
使
用
料
な
ど
に

関
し
、
調
査
と
審
議
を
行
う
機
関

で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有

　

す
る
下
水
道
使
用
者
で
、
応
募

　

時
点
で
満
25
歳
以
上
の
か
た

▼
開
催
予
定
回
数　

年
１
〜
２
回

　

程
度

▼
所
管
部
署　

建
設
水
道
課
下
水

　

道
係
（
☎
85

－

６
１
３
８
）

⑥
白
鷹
町
水
道
事
業
経
営
審
議
会

水
道
事
業
の
経
営
そ
の
他
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
、
調
査
と
審
議
を

行
う
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有

　

す
る
水
道
使
用
者
で
、
応
募
時

　

点
で
満
25
歳
以
上
の
か
た

▼
開
催
予
定
回
数　

年
１
〜
２
回

　

程
度

▼
所
管
部
署　

建
設
水
道
課
水
道

　

係
（
☎
85

－

６
１
３
７
）

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

　

を
記
入
の
う
え
、
所
管
部
署
に

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
詳
し
い
応
募
要
項
及
び
応
募
用

　

紙
は
各
所
部
署
に
準
備
し
て
い

　

ま
す
。

■
応
募
締
め
切
り

　

３
月
７
日
（
月
）（
消
印
有
効
）

■
選
考
方
法

　

審
議
会
等
委
員
選
考
審
査
会
で

　

審
査
の
う
え
選
考
し
ま
す
。

■
審
査
結
果

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
そ
の
他

(1)
各
審
議
会
等
の
委
員
は
町
の
非

　

常
勤
特
別
職
と
し
て
任
命
さ
れ

　

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
白
鷹
町

　

個
人
情
報
保
護
条
例
第
３
条
第

　

２
項
の
適
用
を
受
け
る
と
と
も

　

に
、
同
条
例
の
規
定
に
違
反
し

　

た
場
合
（
職
務
上
知
り
得
た
個

　

人
の
秘
密
を
漏
ら
し
た
場
合
な

　

ど
）
は
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま

　

す
の
で
申
し
添
え
ま
す
。

(2)
委
員
報
酬　

そ
れ
ぞ
れ
次
の
額

　

の
報
酬
を
お
支
払
い
す
る
予
定

　

で
す
。

◇
白
鷹
町
振
興
審
議
会
、
白
鷹
町

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
、

　

白
鷹
町
都
市
計
画
審
議
会
、
白

　

鷹
町
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
、

　

白
鷹
町
水
道
事
業
経
営
審
議
会

　

の
各
委
員
に
は
、
日
額
３
０
０

　

０
円
（
た
だ
し
、
会
議
時
間
が

　

４
時
間
を
越
え
た
場
合
は
日
額

　

６
０
０
０
円
）

◇
白
鷹
町
図
書
館
協
議
会
の
委
員

　

は
年
額
８
５
０
０
円
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「
印
鑑
登
録
証
」
が
変
わ
り
ま
す
！

デ
ザ
イ
ン
が
一
新

　

現
代
は
カ
ー
ド
社
会
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
な
カ
ー
ド

（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
や
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
た
サ
イ
ズ
で
幅
85
・
６
㍉
、

高
さ
54
・
０
㍉
、
厚
さ
０
・
76
㍉

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
）
を
１
人
で

何
枚
も
持
た
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

印
鑑
登
録
証
を
利
用
さ
れ
る
皆

さ
ん
が
保
管
・
携
帯
し
や
す
い
よ

う
に
、
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

交
付
手
数
料
は
変
わ
り
ま
せ
ん

　

３
月
１
日
（
火
）
以
降
、
新

し
く
印
鑑
を
登
録
し
た
か
た
か
ら

一
般
的
な
カ
ー
ド
で
「
印
鑑
登
録

証
」
を
交
付
し
ま
す
。
交
付
手
数

料
（
再
交
付
含
む
）
は
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。

※
新
規
に
印
鑑
を
登
録
す
る
場
合

　

の
印
鑑
登
録
証
交
付
手
数
料
は

　

４
０
０
円
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
登
録
証
は

そ
の
ま
ま
使
え
ま
す

　

２
月
28
日
以
前
に
印
鑑
登
録
を

済
ま
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
こ
れ

ま
で
の
手
帳
の
「
印
鑑
登
録
証
」

を
そ
の
ま
ま
ご
使
用
い
た
だ
け
ま

す
。
特
に
手
続
き
な
ど
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、「
印
鑑
登
録
証
」
を

手
帳
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
カ
ー
ド

に
変
更
す
る
場
合
に
は
、
現
在
の

印
鑑
登
録
を
廃
止
し
て
、
改
め
て

印
鑑
の
登
録
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
登
録
に
は
「
印
鑑
登
録
証
」

の
交
付
手
数
料
４
０
０
円
が
必
要

で
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
カ
ー
ド
で
発
行
し
ま
す

新登録証のイメージ

（表面）

（裏面）

■問い合わせ
　町民課戸籍年金係

☎85－6129

現在の登録証

３
月
１
日  

か
ら
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（単位：百万円）

借　　方（資金の使途） 貸　　方（資金の源泉）

［資産の部］ ［負債の部］
　将来に引き継がれる町民の財産 　将来の町民の負担分
１．有形固定資産 １．固定負債

・農林水産業費 1,435 ・地方債 7,153

・土木費 6,358 ・債務負担行為 0

・教育費 10,324 ・退職給与引当金 1,298

他 3,088 ・その他 0

固定負債合計 8,451

有形固定資産合計 21,205

　　(うち土地 5,698 ) ２．流動負債

・翌年度償還予定額 1,169

２．投資等 ・翌年度繰上充用金 0

・投資及び出資金 2,329

・貸付金 142 流動負債合計 1,169

・基金 622

・退職手当組合積立金 173 負 債 合 計 9,620

投資等合計 3,266

［正味資産の部］
　これまでの世代の負担分

３．流動資産 １．国庫支出金 2,806

・現金・預金 993 ２．都道府県支出金 1,922

・未収金 111 ３．一般財源等 11,227

流動資産合計 1,104 正 味 資 産 合 計 15,955

資 産 合 計 25,575 負債・正味資産合計 25,575

農道、道路、橋、公園、

学校、公民館などの行

政財産の資産評価額を

目的別に示しています。

白鷹町アルカディア財

団、西置賜ふるさと森

林組合などの団体に対

する出資金などを示し

ています。

ふるさと融資、高齢者

住宅整備資金などの貸

付金を示しています。

公共施設整備基金、ス

ポーツ振興基金、土

地開発基金、生涯学習

推進基金などの用途が

特定化されている基金

（特定目的基金）を示

しています。

退職手当組合が保有す

る資産の白鷹町分相当

額を示しています。

財政調整基金、減債基

金、歳計現金を示して

います。

町税、貸付金などの未

収金を示しています。

町債の平成21年度末残

高のうち平成22年度

に償還が予定されてい

る町債元金額を「流動

負債」の「翌年度償還

予定額」に計上し、そ

れ以外の町債元金額を

「固定負債」に計上し

ています。

年度末に在職する普通

会計職員全員が自己都

合により退職したと仮

定した場合に必要とな

る退職手当額を示して

います。

バランスシート（平成21年度末版）〈要約版〉

詳しい分析資料をご覧になりたいかたは、総務課財政係（☎85－6122）まで
町のホームページでも公開しています。

※表示単位未満を四
捨五入しているため、
各計数の積み上げと
合計が一致しない場
合があります。

主
�
財
務
分
析
項
目
�
�
�
�

①
②
社
会
資
本
形
成
の
世
代
間
負
担
比
率

�

社
会
資
本
整
備
�
結
果
�
示
�
有
形
固

定
資
産
�
�
�
�
�
�
�
�
�
世
代
�
�

�
�
�
�
�
負
担
�
�
分
�
割
合
�
�
�

�
�
将
来
�
世
代
�
負
担
�
�
割
合
�
�
�

�
�
�
�
将
来
負
担
�
考
�
�
�
�
�
方

�
大
�
�
�
�
�
望
�
�
�
�
�
�
世
代

間
�
負
担
公
平
�
�
�
�
�
�
�
見
�
�
�

�
�
数
値
�
低
�
�
�
�
�
�
問
題
�
�
�

③
正
味
資
産
比
率

�

企
業
会
計
�
�
�
自
己
資
本
比
率
�
�

�
�
�
比
率
�
高
�
�
�
財
政
状
態
�
健

全
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
正
味
資
産
�
�
�
�
�
�

�
世
代
�
社
会
資
本
形
成
�
負
担
額
�
�

�
�
�
�
�
比
率
�
高
�
�
�
�
�
�
�

�
投
資
余
力
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

④
有
形
固
定
資
産
更
新
資
金
手
当
率

�

維
持
�
修
繕
�
更
新
時
�
必
要
�
手
持

�
資
金
�
�
�
�
�
�
保
有
�
�
�
�
�

�
表
�
�
�
�

⑤
町
債
返
済
可
能
年
数

�

毎
年
�
収
入
�
�
�
�
町
債
�
返
済
�

充
�
�
�
�
�
可
能
�
金
額
�
�
�
�
�

�
�
�
返
済
�
�
�
仮
定
�
�
場
合
�
返

済
所
要
年
数
�
�
年
数
�
少
�
�
�
�
財

政
状
況
�
健
全
�
�
�
�
�
�
�
�
�

⑥
地
方
債
依
存
度

�

資
産
�
形
成
�
�
�
�
�
�
町
債
�
費

�
�
�
�
�
表
�
指
標
�
�
資
産
�
対
�

�
�
程
度
町
債
残
高
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

◆
④
、
⑤
は
決
算
に
対
す
る
一
般
財
源
の

額
や
減
価
償
却
の
累
計
額
な
ど
、
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
以
外
の
デ
ー
タ
も
必
要
な
た
め
、

他
市
町
分
は
算
出
し
て
い
ま
せ
ん
。

バランスシートを
町民一人あたりに換算すると…

資産の額

160万7,000円
（158万8,000円）

負債の額

60万4,000円
（63万8,000円）

正味資産の額

100万3,000円
（95万円）

（　）内は昨年度の額です。

バランスシートを使った主な財務分析（※は過疎団体）

財務分析の項目
平成 21 年度他町との比較

白鷹町※ 県内Ａ町
※ 県内Ｂ町

① 現世代負担比率（%） 75.2　 58.8　 81.8　
② 将来世代負担比率（%） 45.4　 56.8　 44.5　
③ 正味資産比率（%） 62.4　 50.9　 64.8　
④ 有形固定資産更新資金手当率（%） 6.1　 -　 -　
⑤ 町債返済可能年数（年） 3.78　 -　 -　
⑥ 地方債依存度（%） 32.5　 38.0　 29.7　

（平成22年3月31日現在）

　バランスシートは、一般家庭を例に考えると、毎月の収支ではわからない住宅ロ
ーンの残額（負債）や家、車、預貯金など（資産）の状況を示すものです。町のバ
ランスシートは、左側（借方）に将来に引き継がれる町民の財産（道路、公園、学
校など）、右側（貸方）にその財産を取得するために費やしたお金を、将来の町民の
負担（負債）と、これまでの世代が負担した分（正味資産）に分けて示しており、
「資産＝負債＋正味資産」という形で、バランスの取れた表になっています。

白鷹町の
バランス
シート
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万
�
一
�
備
�
�

�

文
化
財
防
火
防
火
訓
練

　１月26日、「文化財防火デー」に合わせ
て、鮎貝八幡宮で防火訓練が行われまし
た。神社総代、自衛消防団、地元のかたが
たなど関係者約40人が参加し、神社内で防
火祈願祭を行った後、境内に設置されてい
る２つの消火銃を使って実際に放水しまし
た。例年にない大雪のため、放水作業も大
変な様子でしたが、放水を担当した自衛消
防団のかたがたは真剣な表情で取り組んで
いました。

　２月５日、産業センターで荒砥高校の職
場体験学習発表会が行われました。昨年９
月15日から19日のうちの３日間、２年生58
人が町内32の事業所で職場体験し、体験を
通して見えた自分の課題や今後の生活に活
かすべきことなどを自らが作成した資料を
使って発表しました。発表会当日は、高校
生を受け入れた14の事業所の代表のかたや
１年生も参加し、それぞれの発表に耳を傾
け、メモなどをとっていました。

自
分
�
課
題
�
�
�
�
�

�

荒
砥
高
校
職
場
体
験
学
習
発
表
会

　２月６日、山峡の里交流広場で「十王雪
まつり」が行われました。十王青年の集ま
りの会が中心になって開催されるこのま
つりは今回が４回目。今年の目玉は夜空に
輝く花火。大きな歓声とともに73発の花火
が打ち上がりました。また、恒例となった
創作雑煮合戦は、６地区に加え荒砥高校も
参戦して行われました。今年の共通食材は
「岡の台ごんぼ」で、投票の結果、初参加
の荒砥高校が見事優勝を飾りました。

山
峡
�
夜
空
�
花
�
舞
�

�

十
王
雪
�
�
�

地
区
民
�
願
�
�
叶
�
�
�
�
�
�

�

交
通
死
亡
事
故
�
�
継
続
�
安
全
祈
願
祭

　１月21日、瑞岩寺で鮎貝地区交通死亡事
故ゼロ3500日を目指す安全祈願祭が行わ
れ、関係者約20人が参加しました。鮎貝地
区では、平成13年度に交通事故が多発した
ため地区民が一丸となって交通死亡事故ゼ
ロ運動を開始し、昨年４月９日に3000日
を達成しました。鮎貝地区公民館では、地
区民が願いを込めて作った折り鶴が毎日一
羽ずつ吊り下げられており、１月21日現在
3287羽となっています。

　

２
月
８
日
と
９
日
、「
サ
ン
フ
ァ

ー
ム
し
ら
た
か
」
が
農
協
と
連
携

し
、
名
古
屋
と
大
阪
の
花
き
市
場

を
訪
問
、
啓
翁
桜
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

「
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
し
ら
た
か
」

の
花
き
市
場
訪
問
は
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
回
は
特
に
、
関

西
圏
へ
の
Ｐ
Ｒ
・
普
及
を
重
点
と

し
、
大
阪
市
内
で
地
元
の
か
た
が

た
に
啓
翁
桜
を
手
渡
し
な
が
ら
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

話
題
の
ド
ラ
マ
「
冬
の
サ
ク
ラ
」

に
も
出
て
い
る
啓
翁
桜
。
数
は
少

な
く
な
っ
た
も
の
の
、
現
在
も
注

文
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
啓
翁
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
も
実
施
中
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

啓
翁
桜
�
販
路
拡
大
�

出
荷
作
業
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町
�
�
�
寄
付

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

■
白
鷹
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

　

白
鷹
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
菊

地
政
人
会
長
）
様
か
ら
、
現
金

（
２
万
７
０
０
０
円
）
を
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
有
意
義

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

１
月
15
日
、
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興

懇
談
会
、
体
育
協
会
表
彰
式
が
パ

レ
ス
松
風
を
会
場
に
行
わ
れ
、
山

形
市
で
接
骨
院
を
開
業
し
、モ
ン

テ
デ
ィ
オ
山
形
な
ど
の
ト
レ
ー
ナ

ー
を
さ
れ
て
い
る
矢
萩
裕
氏
の
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
指
導
者
・
競
技
者
と
し

て
す
ば
ら
し
い
成
績
を
収
め
た
個

人
・
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

体
育
協
会
表
彰
者

■
功
労
賞

○
工
藤
悦
子
さ
ん

　

永
年
に
わ
た
り
、
荒
砥
地
区
ス

ポ
ー
ツ
振
興
会
の
事
務
局
長
を
始

め
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
、
女
性
の
ス
ポ
ー
ツ
行

事
へ
の
参
加
促
進
に
尽
力
さ
れ
た
。

■
指
導
功
績
賞

○
梅
津
喜
一
さ
ん

　

（
ス
キ
ー
）

○
金
田
佐
智
子
さ
ん

　

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
／
東
中
）

■
特
別
賞

○
菊
地　

正
さ
ん

　

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
／
東
中
）

■
殊
勲
賞

○
中
村　

真
さ
ん

　

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

○
村
上
美
空
さ
ん

　

（
空
手
／
南
陽
高
校
）

○
山
田
晃
大
さ
ん

　

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
／
南
陽
高
校
）

○
今　

和
也
さ
ん

　

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
／
南
陽
高
校
）

○
児
玉
聡
太
さ
ん

　

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
／
南
陽
高
校
）

○
酒
井
駿
吾
さ
ん

　

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
／
南
陽
高
校
）

○
青
木
涼
平
さ
ん

　

（
ラ
イ
フ
ル
射
撃
／
南
陽
高
校
）

○
高
橋
美
緒
さ
ん

　

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
／
山
形
商
業
高
）

○
齋
藤
亨
将
さ
ん

　

（
陸
上
／
西
中
学
校
）

○
東
中
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

■
栄
光
賞

○
塚
本
昌
志
さ
ん

　

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
／
長
井
工
業
高
）

○
鈴
木　

豊
さ
ん

　

（
陸
上
／
山
形
大
学
）

○
石
川
大
輔
さ
ん

　

（
陸
上
／
東
海
大
学
）

○
江
口　

聡
さ
ん

　

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

平
成
22
年
度
白
鷹
町
ス
�
ー
�
振
興
懇
談
会

農
林
水
産
大
臣
表
彰

�

古
名
正
幸
さ
ん（
横
田
尻
）

　

１
月
26
日
、
遊
学
館
（
山
形

市
）
で
平
成
22
年
度
山
形
県
統
計

功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
古
名

正
幸
さ
ん
が
農
林
水
産
大
臣
表
彰

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
名
さ
ん
は
、
農
林
統
計
調
査

員
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
農
林

業
セ
ン
サ
ス
等
の
調
査
に
ご
尽
力

さ
れ
、
迅
速
で
正
確
な
調
査
遂
行

に
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
ご
功
績
に
よ
り
、

こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

﹁
第
60
山
形
県
統
計
グ
ラ
フ
コ

ン
ク
ー
ル
﹂
入
選
・
奨
励
賞

　

東
根
小
学
校
6
年
菅
原
和
奏
さ

ん
の
作
品
「
最
高
の
思
い
出　

修

学
旅
行
」
が
入
選
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
賞
で
は
、
東
根
小

学
校
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
22
年
度

山
形
県
統
計
協
会
長
感
謝
状

　

統
計
調
査
員
と
し
て
、
各
種
統

計
調
査
に
永
年
従
事
さ
れ
た
か
た

が
た
で
す
。

■
多
年
従
事

　

加
藤　

榮
一
さ
ん
（
深
山
）

　

鈴
木
い
せ
子
さ
ん
（
広
野
）

�

平
成
22
年
度�

統
計
関
係
表
彰

受
賞
�
�
�
皆
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

菅
原
和
奏
さ
ん
の
作
品

歳
末
�
�
�
�
�
運
動

　

12
月
１
日
か
ら
、
全
国
一
斉
に

﹁
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
﹂
が
行

わ
れ
、
個
人
・
団
体
な
ど
多
く
の

か
た
か
ら
温
か
い
支
援
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

善
意
は
総
額
で
約
１
６
１
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

商工会建工部会より（12 月 24 日）
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　今年100歳（数え年）を迎えられる４人のかた
がた（明治45年・大正元年生まれ）に、町からお
祝いの打出の小づちと祝い金が贈られました。
　本当におめでとうございます。
　温かいご家族に見守られて過ごされている皆さ
んの笑顔はとても微笑ましく、何よりお元気な姿
に大変驚かされました。
　これからも明るく活き活きとお元気でお過ごし
ください。

白鷹町の元気100歳

伊淵忠雄さん（荒砥甲）

安達よしゑさん（畔藤） 安部英　さん（下山）

清野きみさん（萩野）

おめでとうございます

清野きみさん

安部英　さん伊淵忠雄さん

安達よしゑさん

　

平
成
21
年
12
月
か
ら
は
じ
ま
っ

た
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

公
費
助
成
の
動
き
と
と
も
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

私
も
高
校
２
年
生
の
娘
を
持
つ

親
と
し
て
、
町
の
施
策
を
大
変
興

味
深
く
期
待
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

中
学
１
年
～
高
校
１
年
の
女
子
が

対
象
と
の
記
事
を
読
み
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に

効
果
的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
考
え

ま
す
と
、
中
学
２
年
～
高
校
２
年

の
女
子
を
対
象
に
し
た
方
が
よ
り

良
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
中
学

１
年
～
高
校
１
年
と
な
っ
た
理
由

を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

今
一
度
年
齢
的
な
線
引
き
を
再
検

討
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
匿
名
希
望
・
女
性
）

※
ほ
か
に
も
同
様
の
ご
意
見
を
い

　

た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に

　

つ
い
て

Ａ　

回
答

■
担
当
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
☎
86

－

０
２
１
０
）

■
広
報
直
通
便
へ
の
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
情
報
係

（
☎
85

－

６
１
２
１
）

広
報
直
通
便

　

平
成
22
年
２
月
１
日
か
ら
、
町

で
は
国
や
県
と
協
力
し
て
、
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
と

費
用
の
助
成
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
発
症
の
数
年

か
ら
十
数
年
前
に
感
染
し
た
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
以
下
Ｈ

Ｐ
Ｖ
）
が
原
因
と
な
る
が
ん
で
す
。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
主
に
性
交
渉

で
感
染
し
全
女
性
の
70
～
80
％
が

一
生
に
一
度
は
感
染
す
る
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
感
染
し
て
も
ほ

と
ん
ど
の
場
合
は
、
自
然
に
排
除

さ
れ
ま
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
が
排
除

さ
れ
ず
に
持
続
感
染
状
態
と
な
り

そ
の
中
か
ら
子
宮
頸
が
ん
の
前
が

ん
病
変
が
発
生
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
は
、
15
種
類
ほ
ど
あ
る

Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
う
ち
２
種
類
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ

に
効
果
の
あ
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
が
、

国
で
は
事
業
の
対
象
者
を
、
Ｈ
Ｐ

Ｖ
に
未
感
染
が
ほ
ぼ
確
実
に
期
待

で
き
、
ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る
免
疫

反
応
が
良
好
で
、
接
種
の
意
義
も

理
解
可
能
な
中
学
１
年
～
高
校
１

年
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
も
当
初
、
国
の
方
針
に
準

じ
て
事
業
の
対
象
者
を
中
学
１
年

か
ら
高
校
１
年
と
し
ま
し
た
が
、

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た

ご
意
見
や
町
内
の
医
師
の
ご
指
導

か
ら
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
費
用
の
助
成
対
象
を
平

成
22
年
度
高
校
２
・
３
年
生
に
あ

た
る
年
齢
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
こ
の
理
由
と
し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
か
た
が
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
子
宮
頸

が
ん
の
予
防
効
果
が
期
待
さ
れ
る

こ
と
、
親
元
を
離
れ
る
機
会
が
多

く
な
る
年
齢
の
か
た
が
、
女
性
と

し
て
健
康
で
自
立
し
た
人
生
を
送

る
た
め
に
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
き
っ
か
け
に
ご
自
身
の
将
来

に
つ
い
て
考
え
た
り
、
ご
家
族
や

友
人
な
ど
と
話
を
す
る
き
っ
か
け

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
た

こ
と
か
ら
接
種
費
用
の
助
成
対
象

を
拡
大
し
ま
し
た
。

　

対
象
の
か
た
に
は
個
別
に
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
の
説
明
を
お
読
み
に
な
り
、

そ
の
効
果
や
副
反
応
等
に
つ
い
て

ご
理
解
の
う
え
、
接
種
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

蔵
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佳
作　

柿
熟
す
待
っ
て
ま
し
た
と
鳥
の
群
れ　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

熟
し
柿
鳥
も
そ
っ
ぽ
を
向
い
て
い
る　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
と
し

〃　
　

熟
成
し
自
家
製
の
味
噌
無
添
加
で　
　
　

藤
沢
市　

田
苗　

創
真

〃　
　

秋
日
和
熟
す
り
ん
ご
の
美
し
く　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

〃　
　

若
さ
に
も
勝
る
魅
力
の
熟
女
た
ち　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

〃　
　

八
年
か
け
て
熟
し
た
柿
も
鳥
の
餌　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

〃　
　

国
会
も
熟
議
の
末
の
も
の
別
れ　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

熟
慮
し
て
書
い
た
原
稿
没
に
な
る　
　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

〃　
　

食
肥
え
て
採
ら
れ
ぬ
柿
が
木
で
熟
す　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

〃　
　

熟
す
ま
で
も
少
し
待
っ
て
行
く
花
野　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

お
隣
と
ほ
ど
よ
く
熟
す
お
つ
き
合
い　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

〃　
　

お
陰
さ
ま
熟
す
八
十
路
の
爺
と
婆　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

秀
句　

言
い
訳
も
便
利
熟
慮
と
い
う
言
葉　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
み
き
子

〃　
　

新
人
に
そ
っ
と
手
を
貸
す
熟
練
者　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

〃　
　

初
な
り
の
熟
し
た
ト
マ
ト
仏
前
に　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

〃　
　

国
会
も
熟
女
議
員
で
か
し
ま
し
い　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

〃　
　

熟
年
の
笑
顔
が
占
め
る
バ
ス
旅
行　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

熟
慮
し
て
別
れ
上
手
に
生
き
て
み
る　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

〃　
　

熟
練
の
腕
が
日
本
を
強
く
す
る　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

澄
み
渡
る
空
に
一
つ
の
熟
柿
映
え　
　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

〃　
　

人
も
実
も
熟
す
頃
合
い
逃
さ
ず
に　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

〃　
　

熟
女
達
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
春
を
呼
ぶ　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

五
客　

鮮
や
か
に
熟
し
た
柿
に
群
れ
る
鳥　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

熟
成
の
新
酒
一
杯
歌
と
な
る　
　
　
　
　

山　

口　

石
川
与
次
衛
門

〃　
　

機
は
熟
す
娘
出
掛
け
る
勝
負
服　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

〃　
　

熟
練
の
王
者
笑
顔
の
目
が
光
る　
　
　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
巳

〃　
　

熟
練
の
腕
に
覚
え
の
技
光
る　
　
　
　
　

鮎　

貝　

高
橋　
　

正

人
位　

一
芸
を
生
か
す
熟
女
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

地
位　

熟
練
の
演
技
喝
采
華
が
あ
る　
　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
あ
き
よ

天
位　

熟
年
の
坂
で
刃
こ
ぼ
れ
研
い
で
い
る　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

軸　
　

半
熟
が
魅
力
タ
マ
ゴ
も
新
妻
も　
　
　
　
　
　
　
　

白　

兎

次
回　

「
笑
顔
」
二
月
末
ま
で
。「
道
」
三
月
末
日
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八

－

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

　

町
報
川
柳　
　

「　

熟
す　

」　　

高
橋　

白
兎　

選

「大工教室」
あゆかい保育園

く
ら
し
の

●
多
重
債
務
で
お
悩
み
の
か
た
、　

　

ご
相
談
く
だ
さ
い

・
数
社
の
金
融
業
者
か
ら
借
り
入

　

れ
を
し
て
い
る
が
、
返
済
し
き

　

れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

・
取
立
て
の
電
話
や
ハ
ガ
キ
が
頻

　

繁
に
く
る
よ
う
に
な
り
困
っ
て

　

い
る
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
た
く
さ

　

ん
買
い
物
を
し
て
合
計
50
万
円

　

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

　

返
済
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
重
債
務
で
悩

ん
で
い
る
か
た
は
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
か
？

　

１
日
も
早
く
借
金
を
き
ち
ん
と

整
理
し
て
、
落
ち
着
い
た
生
活
を

取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

　

多
重
債
務
の
問
題
は
、
弁
護
士

や
行
政
書
士
な
ど
の
専
門
家
の
支

援
を
受
け
る
こ
と
で
解
決
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆
解
決
例
…

○
弁
護
士
等
が
債
務
整
理
を
受
任

　

し
た
旨
を
金
融
業
者
に
通
知
す

　

る
と
、取
立
て
は
止
ま
り
ま
す
。

○
利
息
制
限
法
へ
の
引
き
直
し
計

　

算
に
よ
っ
て
、
借
金
が
減
額
さ

　

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

○
債
務
整
理
は
、
債
務
状
況
に
よ

　

り
最
適
な
方
法
を
相
談
し
な
が

　

ら
決
め
ま
す
。

　

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ご
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、
弁

護
士
会
と
連
携
を
と
り
、
速
や
か

に
弁
護
士
相
談
の
予
約
を
い
た
し

ま
す
。
弁
護
士
の
初
回
相
談
料
は

無
料
で
す
。
ま
ず
は
消
費
生
活
相

談
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
窓
口

　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　

☎
85

－

６
１
３
１

知
識

豆

vol.9

利
息
制
限
法
…

　

金
銭
消
費
貸
借
の
利
率
の
最
高

限
を
定
め
、
そ
れ
を
超
え
る
部
分

の
無
効
な
ど
を
定
め
る
法
律
。

Ａ子「かつおぶしみたい」

Ｂ子「シャワシャワのスズラン

　　　テープみたい」

Ａ子「ミントみたいなにおい」

Ｂ子「エー！私はへくさ虫の臭

　　　いだな」

大工さん「この木はね、虫を寄せ

　　　　　付けない木だから臭い

　　　　　がするんだよ」

Ｂ子「じゃあ、Ａちゃん虫嫌いだ

　　　からいつもポケットにもっ

　　　てればいいよ」

Ａ子「そーだね」

（ひば木のカンナくずを見たり、触ったり、臭いをかいで興味津々の子どもたち） 
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今
日
の
日
時
が
わ
か
ら
な
い
、

買
い
物
中
に
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
人

の
名
前
が
で
て
こ
な
い
、
大
事
な

書
類
を
し
ま
っ
た
ま
ま
忘
れ
て
し

ま
っ
た
…
こ
の
よ
う
な
ち
ょ
っ
と

し
た
物
忘
れ
は
、
多
く
の
人
が
経

験
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
ん
な
こ
と
が
続
い
て
、

「
も
し
か
し
て
認
知
症
で
は
…
」

な
ど
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　

老
化
に
よ
る
物
忘
れ
と
、
認
知

症
に
よ
る
物
忘
れ
は
似
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
は
っ
き
り
と
し
た
違

い
が
あ
り
ま
す
。

　

例
と
し
て
、﹃
留
守
番
を
し
て
い

る
と
き
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

が
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
案
内
を
持

っ
て
き
て
く
れ
た
﹄
と
き
の
こ
と

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

老
化
�
�
�
物
忘
�
�
特
徴　

○
物
事
の
一
部
を
忘
れ
る
…

・
来
客
が
あ
っ
た
こ
と
は
覚
え
て

　

い
る
が
、
誰
が
来
た
か
忘
れ
る
。

　

な
ど

○
ヒ
ン
ト
を
も
ら
う
と
思
い
出
す

　

こ
と
が
で
き
る
…

・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
案
内
を
見

　

て
、
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

○
物
忘
れ
を
し
て
い
る
と
自
覚
が

　

あ
る
…

・
物
忘
れ
が
増
え
た
、
と
思
う
こ

　

と
が
で
き
る
。

認
知
症
�
�
�
物
忘
�
�
特
徴　

○
物
事
全
体
を
忘
れ
る
…

・
来
客
が
あ
っ
た
こ
と
自
体
を
忘

　

れ
て
い
る
。

○
ヒ
ン
ト
を
も
ら
っ
て
も
思
い
出

　

す
こ
と
が
で
き
な
い
…

・
サ
ロ
ン
の
案
内
を
見
て
も
、
な

　

ぜ
こ
こ
に
あ
る
の
か
思
い
出
せ

　

な
い
。

○
物
忘
れ
を
し
て
い
る
自
覚
が
な

　

い
…

・
人
に
言
わ
れ
て
も
、
自
分
が
忘

　

れ
た
こ
と
が
納
得
で
き
な
い
。

「
認
知
症
に
よ
る
物
忘
れ
」
で
は
、

こ
の
ほ
か
に
も
○
約
束
の
時
間
や

場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
る
、
○
料

理
や
買
い
物
が
難
し
く
な
る
な
ど

日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
の
認
知
症
で
は
、
性
格
が

変
わ
っ
て
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
、
し

ま
い
忘
れ
や
置
き
忘
れ
を
人
の
せ

い
に
す
る
、
な
ど
の
特
徴
も
あ
り

ま
す
。

�
�
�
て
認
知
症
�
�
思
�
た
�

　

上
記
に
当
て
は
ま
る
こ
と
が
あ

っ
た
り
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ

た
と
き
は
、
早
め
に
専
門
の
医
療

機
関
、﹃
精
神
科
﹄
や
﹃
物
忘
れ

外
来
﹄
を
受
診
し
、
診
断
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
早
い
う
ち
に
受
診
し
、

薬
を
の
ん
だ
り
医
師
の
指
導
を
受

け
て
生
活
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

健
康
な
時
間
を
長
く
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
認
知
症
の

本
人
も
、
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
す
家

族
も
気
分
転
換
す
る
時
間
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
通
所
サ
ー
ビ

ス
な
ど
で
い
ろ
い
ろ
な
人
と
会
っ

て
会
話
を
す
る
こ
と
は
、
脳
へ
の

刺
激
と
な
り
認
知
症
の
進
行
を
遅

ら
せ
る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
や
認

知
症
の
こ
と
は
、
白
鷹
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
86

－

０
１
１
２
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

﹃
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
﹄

　

定
例
会

▼
い
つ　

２
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

�
�
�
て
年
相
応
�

　
　

そ
れ
と
も

認
知
症
の
物
忘
�
�

も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
…

町
税
等
の
納
め
忘
れ

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

平
成
22
年
度
の
町
県
民
税
、
固

定
資
産
税
（
１
～
４
期
）、
軽
自

動
車
税
（
１
期
）
及
び
国
民
健
康

保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
・
介
護
保
険
料
（
１
～
７
期
）

は
、
す
で
に
納
期
限
が
過
ぎ
て
い

ま
す
。

●
納
期
限
を
一
定
期
間
以
上
経
過

し
ま
す
と
督
促
手
数
料
や
延
滞
金

が
発
生
し
、
さ
ら
に
納
付
額
が
増

加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

お
手
持
ち
の
納
付
書
を
再
度
ご

確
認
の
う
え
、
納
期
限
が
過
ぎ
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

早
め
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
付
状
況
が
わ
か
ら
な

い
場
合
や
納
付
書
が
見
つ
か
ら
な

い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
注
意　

町
税
等
が
納
期
限
を
過

　

ぎ
て
未
納
の
状
態
に
な
り
ま
す

　

と
、
予
告
な
く
滞
納
処
分
（
差

　

押
え
等
）
の
対
象
と
な
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
出
納
課　

　

収
納
係
（
☎
85

－

６
１
０
６
）



支出日 区　分 支出額 (円) 内　　　　容

1 月 4 日 御祝 5,000　 蚕桑地区新春のつどい

1 月 4 日 御祝 5,000　 東根地区新春交流会

1 月 4 日 御祝 5,000　 十王地区新春懇談会

1 月 4 日 御祝 5,000　 鮎貝地区新春懇談会

1 月 4 日 御祝 5,000　 荒砥地区新春交流会

1 月 4 日 御祝 5,000　 鷹山地区新春地域振興懇談会

1 月 7 日 御祝 3,000　 平成 23 年度建設事業懇談会

1 月 13 日 御祝 5,000　 酪農組合新春懇談会

1 月 17 日 御祝 3,150　 鮎貝八幡宮歳旦祭

1 月 24 日 献酒 3,000　 防火祈願祭

1 月 24 日 御祝 50,000　 廣瀬健治氏瑞宝双光章受章を祝う会

1 月 25 日 御祝 3,000　 白鷹町青申会定時総会

1 月 25 日 御祝 3,100　 八乙女神社歳旦祭

1 月 31 日 香典 10,000　

計 110,250　
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１月の町長交際費

　平成23年１月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

■問い合わせ
　総務課総務係　☎85－6120

▼
募
集
人
員　

主
事　

１
人

▼
応
募
資
格

☆
町
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た
、

　

ま
た
は
、
平
成
23
年
４
月
１
日

　

ま
で
に
町
内
に
住
所
を
有
す
る

　

予
定
の
か
た

☆
昭
和
31
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
か
た（
18
歳
以
上
55
歳
未
満
）

☆
普
通
自
動
車
運
転
免
許
所
持
し
、

　

通
勤
及
び
勤
務
に
使
用
で
き
る

　

か
た

☆
日
常
業
務
に
支
障
が
な
い
程
度

　

ま
で
各
種
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が

　

で
き
る
か
た

※
な
お
、
地
方
公
務
員
法
第
16
条

　

に
該
当
す
る
か
た
は
申
し
込
み

　

で
き
ま
せ
ん
。

▼
受
付
期
間　

２
月
14
日
（
月
）

　
　
　
　
　

～
２
月
25
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
、
日
・
祝
祭
日
を
除
く

▼
申
込
場
所　

教
育
委
員
会
生
涯

学
習
係
（
郵
送
も
可
。
た
だ
し
、

２
月
25
日
必
着
）

▼
提
出
書
類

①
採
用
試
験
申
請
書（
様
式
指
定
）

※
申
請
書
は
、
教
育
委
員
会
・
各

　

地
区
公
民
館
に
準
備
し
て
い
ま

　

す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
必
要
事
項
を
記
載
し
、
写
真

（
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の

　

で
、
ヨ
コ
３
㌢
×
タ
テ
４
㌢
、

　

無
帽
、
上
半
身
、
正
面
）
を
添

　

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
作
文　

テ
ー
マ
「
公
民
館
で
取

り
組
み
た
い
事
業
」（
８
０
０
字

～
１
６
０
０
字
以
内
）

▼
選
考
方
法

☆
第
１
次
選
考
（
書
類
審
査
）
と

　

第
２
次
選
考
（
面
接
試
験
）
を

　

行
い
決
定
し
ま
す
。

☆
第
２
次
選
考
は
、
第
１
次
選
考

　

の
合
格
者
の
み
と
な
り
ま
す
。

※
第
１
次
選
考
の
結
果
は
、
３
月

　

４
日
（
金
）
付
け
で
通
知
。

☆
第
２
次
選
考
は
、
３
月
12
日

（
土
）
に
実
施
し
ま
す
。

※
会
場
は
中
央
公
民
館

▼
合
格
発
表　

３
月
中
旬

▼
雇
用
期
間　

平
成
23
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日
（
１

年
間
）

勤
務
成
績
に
よ
り
る
任
意
更
新
有

※
採
用
決
定
者
は
、
３
月
25
日
～

　

31
日
ま
で
の
５
日
間
、
採
用
職

　

員
研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
勤
務
条
件
な
ど

☆
勤
務
場
所　

町
内
い
ず
れ
か
の

　

地
区
公
民
館

☆
業
務
内
容

①
地
区
公
民
館
が
行
う
各
種
事
業

　

の
企
画
、
実
施

②
地
区
公
民
館
施
設
の
維
持
管
理

③
各
種
団
体
の
育
成
指
導

④
そ
の
他
社
会
教
育
及
び
地
域
振

　

興
事
業
な
ど
に
関
す
る
こ
と

☆
給
与
な
ど

①
月
額　

16
万
円

②
通
勤
手
当　

自
宅
の
距
離
に
応

　

じ
て
月
額
支
給
。

③
健
康
保
険
及
び
厚
生
年
金
保
険

　

に
加
入
。

☆
勤
務
日
及
び
勤
務
時
間

　

原
則
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９

　

時
～
午
後
５
時
の
週
30
時
間
。

　

（
変
更
労
働
時
間
制
）

☆
そ
の
他　

休
暇
な
ど
に
つ
い
て

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
係（
☎
85

－

６
１
４
７
）

地
区
公
民
館
主
事（
嘱
託
職
員
）募
集
！
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催　し

第
29
回
白
鷹
ス
キ
ー
場
祭
り

▼
い
つ　

２
月
27
日
（
日
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
営
ス
キ
ー
場

▼
内
容
（
開
始
時
間
）

○
開
会
行
事

　

（
午
前
９
時
30
分
）

○
雪
中
宝
さ
が
し

　

（
午
前
10
時
）

○
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
乗
車
体
験

　

※
小
学
校
低
学
年

　

（
午
前
10
時
30
分
）

○
雪
中
ボ
ト
ル
倒
し

　

（
午
前
10
時
30
分
）

○
お
楽
し
み
抽
選
会

　

（
午
前
10
時
よ
り
）

○
ミ
ル
ク
バ
ー　

　

（
午
前
10
時
よ
り
）

○
餅
つ
き
大
会　

　

（
午
前
11
時
30
分
）

※
餅
券
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

○
お
祭
り
時
間
中
リ
フ
ト
料
金
は

　

無
料
で
す
（
午
後
１
時
よ
り
通

　

常
料
金
と
な
り
ま
す
）。

○
付
近
の
交
通
の
妨
げ
に
な
る
お

　

車
の
駐
停
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

　

い
。

○
駐
車
場
係
員
の
指
示
に
従
っ
て

　

く
だ
さ
い
。

▼
主
催　

白
鷹
ス
キ
ー
場
祭
り
実

行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
ス
キ
ー
セ

ン
タ
ー
（
☎
87

－

２
４
５
６
）
ま

た
は
ス
キ
ー
場
祭
り
実
行
委
員
長

（
☎
87

－

２
０
１
８
）

学
校
体
育
施
設
等
使
用
調
整

会
議
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
23
年
度
の
利
用
に
つ
い
て

使
用
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
希
望
す
る
団
体
の
代
表
の
か

た
は
、
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

使
用
実
績
の
あ
る
団
体
に
は
す

で
に
通
知
し
て
い
ま
す
が
、
新
規

団
体
に
は
申
請
書
類
な
ど
を
お
渡

し
し
ま
す
の
で
、
２
月
18
日（
金
）

ま
で
教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
使
用
料
は
１
回
５
０
０

円
で
す
（
ス
ポ
少
・
学
校
部
活
以

外
の
団
体
）。

▼
い
つ　

３
月
３
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
係（
☎
85

－

６
１
４
７
）

Ｖ
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ（
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
）男
子
長
井
大
会

　

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ャ
レ
ン

ジ
リ
ー
グ
男
子
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
い
つ　

３
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　

～
６
日
（
日
）

▼
ど
こ
で　

置
賜
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

▼
試
合
開
始
時
間（
１
日
３
試
合
）

○
５
日　

第
１
試
合
午
前
11
時
～

○
６
日　

第
１
試
合
午
前
10
時
～

▼
チ
ケ
ッ
ト

○
前
売
り　

一
般
２
０
０
０
円
、

親
子（
大
人
＋
学
生
）２
０
０
０
円
、

中
高
生
１
０
０
０
円
、
小
学
生
５

０
０
円

○
当
日　

一
般
２
２
０
０
円
、
親

子
２
５
０
０
円
、
中
高
生
１
２
０

０
円
、
小
学
生
７
０
０
円

▼
販
売
窓
口　

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
、

イ
タ
ガ
キ
ス
ポ
ー
ツ
、
ミ
ヤ
カ
ワ

ス
ポ
ー
ツ

■
問
い
合
わ
せ

・
チ
ケ
ッ
ト
…
大
会
運
営
事
務
局

　

／
菅
原
（
☎
85

－

２
１
８
８
）

・
大
会
全
般
…
長
井
バ
レ
ー
ボ
ー

　

ル
協
会
／
長
谷
部
（
☎
85

－

０

　

９
３
１
）

第
16
回
山
形
県
木
炭
品
評
会

　

県
産
木
炭
及
び
県
産
木
炭
を
使

用
し
た
作
品
の
品
評
会
を
開
催
・

表
彰
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
出

品
を
お
待
ち
し
ま
す
。

◇
出
品
に
つ
い
て

▼
申
込
期
限　

２
月
21
日
（
月
）

　

午
後
１
時

▼
申
込
方
法　

出
品
申
込
書
に
記

入
し
て
申
込
み
を
行
う
。（
出
品
者

が
搬
入
・
搬
出
す
る
）

▼
出
品
物　

木
炭
（
黒
炭
、
白
炭
、

木
炭
）
部
門
、
創
作
部
門

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

◇
品
評
会
に
つ
い
て

▼
い
つ　

２
月
23
日
（
水
）

　

審
査
会　

午
前
９
時
～

　

展
示
会　

午
後
１
時
～

　

表
彰
式　

午
後
３
時
～

▼
ど
こ
で　

飯
豊
町
中
部
活
性
化

セ
ン
タ
ー

▼
褒
賞　

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀

賞
２
点
、
優
良
賞
４
点

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜

ふ
る
さ
と
森
林
組
合
／
〒
９
９
９

－

０
６
０
４
飯
豊
町
大
字
椿
２
８

８
８

－

26
（
☎
86

－

２
３
１
０
）

紅
花
振
興
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム 

　

最
上
紅
花
に
携
わ
る
み
な
さ
ん

を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。 

▼
い
つ　

２
月
28
日
（
月
）

▼
ど
こ
で　

東
根
地
区
公
民
館

▼
内
容　

○
料
理
講
習　

午
前
10
時
～

講
師「
料
亭
亀
松
閣
」笹
原
智
美
氏

○
栽
培
研
修　

午
後
１
時
30
分
～

講
師　

①
紅
花
技
術
伝
承
者　

長

瀬
正
美
氏
（
山
形
市
）

②
置
賜
総
合
支
庁　

西
置
賜
農
業

技
術
普
及
課 

▼
持
ち
物　

料
理
講
習
に
参
加
さ

れ
る
か
た
は
、
５
０
０
円
（
材
料

代
）
と
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
手

ぬ
ぐ
い
） 

▼
主
催　

置
賜
総
合
支
庁
産
業
経

済
部
農
村
計
画
課

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

産
業
振

興
課
観
光
係（
☎
85

－

６
１
２
６
）



●16　　 広報しらたか　2011.2.14●17 　　 広報しらたか　2011.2.14 ●16　　 広報しらたか　2011.2.14●17 　　 広報しらたか　2011.2.14

山
形
県
議
会
議
員
立
候
補
届
出

予
定
者
説
明
会
等
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
４
月
10
日
執
行
予
定

の
山
形
県
議
会
議
員
選
挙
（
西
置

賜
郡
選
挙
区
）
の
立
候
補
届
出
予

定
者
説
明
会
及
び
出
納
責
任
者
説

明
会
、
立
候
補
届
出
受
付
が
次
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
立
候
補
届
出
予
定
者
説
明
会
及

び
出
納
責
任
者
説
明
会

▼
い
つ　

３
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
講
堂

●
立
候
補
届
出
受
付

▼
い
つ　

４
月
１
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
講
堂

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
選
挙
管

理
委
員
会
置
賜
地
方
事
務
局
（
☎

０
２
３
８

－

26

－

６
０
１
９
）

高
温
障
害
対
策
緊
急
資
金
を

創
設
し
ま
し
た

　

平
成
22
年
夏
の
高
温
に
よ
り
生

産
物
に
著
し
い
被
害
を
受
け
減
収

と
な
っ
た
農
林
漁
業
者
の
か
た
の

経
営
安
定
を
図
る
た
め
、
資
金
を

創
設
し
ま
し
た
。

▼
貸
付
対
象
者

　

農
林
水
産
業
を
主
な
業
務
と
す

る
か
た
で
、
平
成
22
年
夏
の
高
温

に
よ
る
減
収
額
が
前
年
に
お
け
る

農
林
漁
業
収
入
額
の
１
０
０
分
の

10
以
上
の
か
た

▼
資
金
使
途　

農
林
漁
業
経
営
の

安
定
に
必
要
な
資
金

▼
貸
付
利
率　

無
利
子

▼
貸
付
期
間　

３
月
31
日
ま
で

▼
償
還
期
限　

５
年
以
内
（
措
置

な
し
）

▼
貸
付
限
度
額　

次
の
い
ず
れ
か

低
い
額

①
３
０
０
万
円

②
前
年
と
比
較
し
た
農
林
漁
業
収

入
の
減
収
額
か
ら
共
済
金
及
び
補

給
金
を
控
除
し
た
額

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ａ
山
形
お
き

た
ま
白
鷹
支
店
（
☎
85

－

２
１
２

１
）
ま
た
は
、
置
賜
総
合
支
庁
農

業
振
興
課
（
☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
４
９
）

移
動
年
金
相
談
の
ご
案
内

▼
い
つ　

２
月
23
日
（
水
）

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
第
一
・

二
研
修
室

※
会
場
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ロ
ビ
ー
の
案
内
板
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
始
時
間
（
受
付
時
間
）
午
前

10
時
～
（
午
前
９
時
30
分
～
11
時

30
分
）
午
後
１
時
～
（
午
後
１
時

～
１
時
30
分
）

▼
内
容　

年
金
に
関
す
る
こ
と

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
戸
籍
年

金
係
（
☎
85

－

６
１
２
９
）

平
成
23
年
度
国
民
年
金
保
険

料
の
前
納
受
付
に
つ
い
て

　

日
本
年
金
機
構
で
は
平
成
23
年

度
分
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振

替
に
よ
る
１
年
前
納
と
上
半
期
分

前
納
（
６
カ
月
分
）
の
受
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

２
月
28
日
（
月
）

▼
申
込
先　

各
金
融
機
関
、
年
金

事
務
所

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

基
礎

年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
（
年
金

手
帳
な
ど
）
及
び
口
座
番
号
の
わ

か
る
も
の
（
預
金
通
帳
な
ど
）、金

融
機
関
へ
の
届
出
印

おしらせ

※
口
座
振
替
・
前
納
に
は
お
得
な

　

割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成
23
年
度
分
納
付
書
の
発
送

　

は
４
月
上
旬
と
な
り
ま
す
。
納

　

付
書
で
の
前
納
も
割
引
が
あ
り

　

ま
す
。

※
口
座
振
替
で
の
前
納
は
、
納
付

　

書
（
現
金
）
で
前
納
す
る
よ
り

　

割
引
額
が
多
く
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
戸
籍
年

金
係
（
☎
85

－

６
１
２
９
）

税
務
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

▼
い
つ

○
２
月
24
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

税
理
士　

土
屋
正
昭

○
３
月
３
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

税
理
士　

海
老
名
信
乃

○
３
月
10
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

税
理
士　

海
老
澤
信
夫

▼
ど
こ
で　

町
産
業
セ
ン
タ
ー　

２
階
研
修
室
２

▼
相
談
料　

無
料

▼
申
込
締
切　

相
談
日
の
５
日
前

ま
で
に
、
希
望
時
間
と
内
容
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。（
予
約
し
た
方

が
優
先
さ
れ
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
商
工
会

（
☎
85

－

０
０
５
５
）

若
年
者
就
職
面
接
会

　

「
緊
急
総
合
経
済
対
策
」
を
ふ

ま
え
、
40
歳
未
満
の
若
年
者
を
対

象
と
し
た
「
就
職
面
接
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

２
月
24
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

（
受
付
開
始　

午
後
１
時
～
）

▼
ど
こ
で　

グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ

米
沢

▼
参
加
企
業　

本
社
ま
た
は
就
業

場
所
が
米
沢
・
長
井
公
共
職
業
安

定
所
管
内
の
企
業
（
50
社
予
定
）

▼
対
象
者　

40
歳
未
満
の
若
年
者

（
平
成
23
年
３
月
高
校
・
大
学
な

ど
卒
業
予
定
者
を
含
む
）

▼
参
加
申
込　

当
日
会
場
へ
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
参
加
企
業
は
、
週
間
求
人
情
報

　

（
米
沢
・
長
井
）
お
よ
び
置
賜

　

地
区
雇
用
対
策
協
議
会
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
検
索
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…

http://okitam
akotaikyou.jp

■
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
井

（
☎
84

－

８
６
０
９
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢

（
☎
０
２
３
８

－

22

－

８
１
５
５
）
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募　集

第
�
回
第
�
師
団
音
楽
ま
つ
り

▼
い
つ　

２
月
19
日
（
土
）

第
１
回
公
演　

午
前
10
時
30
分
～

第
２
回
公
演　

午
後
１
時
30
分
～

第
３
回
公
演　

午
後
４
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

天
童
市
市
民
文
化
会
館

▼
内
容　

隊
員
２
０
０
人
が
参
加

し
、
音
楽
隊
の
演
奏
は
も
ち
ろ
ん
、

隊
員
が
銃
を
手
に
し
て
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
フ
ァ
ン
シ
ー
ド

リ
ル
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
入
場
料　

無
料
（
整
理
券
が
必

要
で
す
）

■
問
い
合
わ
せ　

陸
上
自
衛
隊
第

６
師
団
司
令
部
広
報
室

（
☎
０
２
３
７

－

48

－

１
１
５
１
）

障
�
い
者
�
�
�
�
相
談
室

　

障
が
い
者
な
ん
で
も
相
談
室
で

は
、
障
が
い
の
あ
る
か
た
の
悩
み

ご
と
や
困
り
ご
と
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

▼
受
付
日
時　

月
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
ど
こ
で　

山
形
県
身
体
障
害
者

福
祉
会
館
（
山
形
市
大
字
大
森
３

８
５
）

▼
相
談
方
法　

電
話
・
手
紙
・
フ

ァ
ッ
ク
ス
・
来
所
の
い
ず
れ
か

▼
相
談
員

①
法
律
相
談
…
弁
護
士

（
※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

②
一
般
相
談
…
社
会
福
祉
士

▼
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
障
が
い

者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
（
☎

／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３

－

６
８
７

－

５

３
３
３
）

第
31
回
白
鷹
町
バ
ス
�
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
い
つ　

３
月
６
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
開
会

▼
ど
こ
で　

東
中
学
校
体
育
館

知
�
�
見
�
�
笑
�
�

農
産
物
�
�
�
�
�
�
�

　

し
ら
た
か
の
農
産
物
を
作
る
プ
ロ（
認
定
農
業
者
）を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

し
ら
た
か
の
安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

農
産
物
セ
ミ
ナ
ー
で
、
し
ら
た
か
の
農
産
物
を
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。
地
元
の
農
産
物
を
知
っ
て
、
見
て
、
味
わ
っ
て
、
最
後
に
笑
い

で
締
め
く
く
り
ま
す
！

　

﹁ 

紳
助
社
長
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
大
作
戦
！ 

め
し
友
グ
ラ
ン
プ
リ
﹂
北
海

道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
な
っ
た
﹁
佃
煮
だ
い
こ
ん
﹂
で
お
な
じ
み
の

菅
美
代
子
さ
ん
も
講
師
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

▼
い
つ　

２
月
20
日
（
日
）

　

開
演
…
午
後
２
時
～

（
入
場
…
午
後
１
時
30
分
～
）

▼
ど
こ
で　

町
産
業
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

●
農
産
物
セ
ミ
ナ
ー

●
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

①
よ
し
も
と
芸
人
に
よ
る
お
笑
い

ス
テ
ー
ジ

　

出
演
…
渡
辺
直
美

　
　
　
　

ジ
ャ
ン
グ
ル
ポ
ケ
ッ
ト

②
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
（
よ
し
も
と

芸
人
サ
イ
ン
色
紙
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

▼
資
料
代　

農
産
物
セ
ミ
ナ
ー
の

資
料
代
（
３
０
０
円
）
を
い
た
だ

き
ま
す
。

※
入
場
す
る
に
は
整
理
券
が
必
要

　

で
す
。（
入
場
制
限
有
り
）

▼
入
場
整
理
券
取
り
扱
い

・
産
業
振
興
課
農
業
振
興
係

・
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
白
鷹
支
店

■
問
い
合
わ
せ

・
認
定
農
業
者
事
務
局
（
産
業
振

　

興
課
／
☎
85

－

６
１
２
７
）

・
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
白
鷹
支
店

（
☎
85

－

２
１
２
１
）

２/20

�
し
�
�
芸
人
�

�
�

し
�
た
�
に
�
�
て
�
�
�

（
農
産
物
�
笑
い
の
�
ラ
ボ
）

渡辺直美

ジャングルポケット

▼
種
目　

一
般
男
子
、
中
学
男
子

中
学
女
子
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ

▼
参
加
資
格

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
か
た
、
ま

た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
学
生

・
社
会
人
の
か
た

▼
試
合
方
法

○
原
則
と
し
て
地
区
対
抗
ト
ー
ナ

　

メ
ン
ト
方
式
で
行
い
ま
す
。

○
中
学
の
部
は
、
東
西
中
学
校
の

　

対
抗
戦
と
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切　

２
月
28
日
（
月
）

▼
申
込
方
法　

保
険
料
（
一
人

２
５
０
円
）
を
添
え
て
、
事
務
局

ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
大
会
ま
で
練
習
日
を
設
け
ま
す

　

お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

○
毎
週
月
・
木
曜
日

　

午
後
８
時
30
分
～

○
東
中
学
校
体
育
館

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

（
産
業
振
興
課
・
佐
藤
／
☎
85

－

６
１
２
６
）

※
都
合
に
よ
り
出
演
者
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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税務署からのお知らせ（ネットで確定申告）
　申告書の作成は、国税庁ホームページの確定申告
書等作成コーナーをご利用ください。
平成22年分の確定申告は、
○所得税…２月16日（水）～３月15日（火）
○贈与税…２月１日（火）～３月15日（火）
○消費税及び地方消費税（個人事業者）
　　　　…３月31日（木）まで
さらに、e-Tax で所得税の確定申告をすると
○最高5,000円の税額控除
（ただし、平成19年分～ 22年分の申告で１回のみ）
○国税庁ホームページから電子申告
○添付書類の提出省略
○還付金がスピーディー
※ e-Tax の利用は、開始届出書の提出、電子証明書
　の取得（手数料が必要）、ＩＣカードリーダーライ
　タの購入などの事前準備が必要です。
■問い合わせ　e-Tax・作成コーナーヘルプデスク
（☎0570－015901）長井税務署（☎84－1810）
国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）

広告

「しらたかサイエンスクラブ」団員募集！

　 “サイエンス” とは「自然の科学」のこと。
　みんなの周りには、不思議な “サイエンス” がいっ
ぱいあります。
　「しらたかサイエンスクラブ」
で、いっしょに楽しい活動をし
ませんか？

▼対象　小学４年～中学３年
（保護者やお兄ちゃんお姉ちゃんと一緒の場合はこの
　限りでありません。）
▼年会費　3000円
（活動内容により材料費などが必要になることもあり
　ます。）
▼活動日　月１回、日曜日または休日
▼活動時間　午前９時～昼12時まで
　※プログラムにより変更の場合もあります。
▼活動場所　中央公民館ほか
▼申込期限　３月20日（日）まで
▼その他　
○クラブ結団式・第１回活動
　日程：４月24日（日）　会場：中央公民館　
▼指導・運営　しらたかサイエンスクラブ運営委員会　
（高山義則団長ほか９人）
■申込・問い合わせ
　中央公民館（担当：大木／☎85－6143）または
　団長：高山義則宅（☎85－2354）

「しらたかサイエンスクラブ」「しらたかサイエンスクラブ」

サイエンスすんべ !!

アメリカザリガニ

炭
焼
�
体
験
参
加
者
募
集

　

今
年
は
プ
ロ
用
炭
窯
を
使
っ
て

親
子
で
炭
焼
き
体
験
を
し
ま
す
。

▼
い
つ　

２
月
26
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

▼
ど
こ
で　

森
林
組
合
炭
焼
き
小

屋
（
パ
レ
ス
松
風
手
前
）

▼
内
容

①
白
炭
窯
で
の
炭
焼
き
体
験
（
窯

　

だ
し
、
木
酢
液
採
取
な
ど
）

②
ド
ラ
ム
缶
窯
で
の
炭
焼
き
体
験

（
飾
り
炭
づ
く
り
な
ど
）

▼
対
象　

30
人
（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
上
の
親
子

▼
参
加
費　

５
０
０
円

（
昼
の
汁
物
、
保
険
料
）

▼
持
ち
物　

お
に
ぎ
り
、
飲
み
物
、

軍
手
、
マ
ス
ク
、
防
寒
着
、
空
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
５
０
０
㍉
㍑
／

お
土
産
と
し
て
木
酢
液
を
入
れ
ま

す
））

▼
申
込
締
切　

２
月
21
日
（
月
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜

総
合
支
庁
森
林
整
備
課
（
☎

０
２
３
８

－

26

－

６
０
６
３
）、

山
形
県
木
炭
文
化
協
議
会
（
西
置

賜
ふ
る
さ
と
森
林
組
合
白
鷹
支
所

／
☎
85

－

２
３
１
９
）・
町
産
業

振
興
課
（
☎
85

－

６
１
２
５
）

�
�
�
い
看
護
体
験

参
加
者
募
集

　

病
院
や
福
祉
施
設
で
患
者
さ
ん

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、

命
や
医
療
、
看
護
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

５
月
８
日
（
日
）
～
14

日
（
土
）
ま
で
の
施
設
実
施
日

▼
体
験
で
き
る
施
設　

県
内
の
病

院
、
福
祉
施
設
な
ど

▼
対
象　

高
校
生
以
上
で
初
め
て

参
加
さ
れ
る
か
た

▼
応
募
方
法

(1)
高
校
生
は
学
校
を
通
じ
て
申
し

　

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(2)
高
校
生
以
外
の
か
た
は
、
は
が

　

き
に
①
住
所
、
②
氏
名
、
③
性

　

別
、
④
年
齢
、
⑤
職
業
、
⑥
電

　

話
番
号
、
⑦
施
設
名
、
⑧
白
衣

　

の
サ
イ
ズ
、
を
明
記
し
申
し
込

　

ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　

２
月
14
日
（
月
）

～
24
日
（
木
）
必
着

※
施
設
名
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
看
護
協

会
「
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
」
担
当

（
〒
９
９
０

－

２
４
７
３
山
形
市

松
栄
１

－

５

－

45
／
☎
０
２
３

－

６
８
５

－

８
０
３
３
）



広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所　　  氏　　名  　年齢
鮎　貝　宮　城　孝　吉　96
鮎　貝　小　口　正　弘　68
鮎　貝　黑　田　利　吉　78
下　山　渡　部　功　一　74
畔　藤　小　形　重　吉　81
横田尻　冨　樫　光　弘　65
荒砥乙　髙　橋　ひ　て　97
荒砥乙　工　藤　　　次　81
十　王　　平　　和　夫　63
箕和田　迎　田　浩　美　49
畔　藤　衣　袋　長　助　90
浅　立　鈴　木　ミ　チ　95
中　山　小笠原　登　久　86
荒砥乙　岩　崎　作右衞門　70
畔　藤　　　間　ト　シ　78
十　王　今　野　敏　弘　49
大　瀬　後　藤　みつゑ　89
高　玉　佐　藤　ト　ミ　86
畔　藤　大　木　はるの　80
畔　藤　志　田　沙代子　69
広　野　佐　藤　安　次　79
萩　野　大　滝　嘉　視　79
横田尻　　鑪　　憲　和　31
滝　野　橋　本　はやの　90
滝　野　鈴　木　千榮子　80
深　山　樋　口　忠　一　62

【12月29日～1月31日届出】

�
童
謡
�
雪
�
�
�
�
�
�
、
降
�
�

�
な
�
雪
�
�
犬
�
喜
�
庭
�
�
回
�
�

�
�
�
歌
詞
�
�
�
�
�
�
、
今
年
の

冬
�
、
降
�
続
�
雪
�
人
間
�
�
�
慌

�
�
除
雪
作
業
を
�
る
�
�
�
�
状
態

�
�
�
の
�
�
な
�
�
�
�
�
�
�

�
十
王
地
区
�
開
催
�
れ
�
雪
�
�
�
。

会
場
内
�
大
�
な
雪
山
な
ど
を
作
�
、

冷
え
�
体
を
温
め
る
�
め
各
町
内
�
雑

煮
を
作
�
�
振
る
舞
�
。
雪�
冬
�
�
上

手
�
付
�
合
�
�
�
る
な
�
感
�
�
�

�
。
会
場
の
楽
�
�
雰
囲
気
�
余
計
そ

�
感
�
�
�
�
の
�
�
�
れ
�
�
�
。

�
先
日
、
雪
�
車
�
動
�
な
�
な
�
�

の
�
�
�
、
近
�
�
住
�
�
�
�
手
伝

�
�
�
�
�
、
な
�
�
�
脱
出
。
翌
日

�
礼
�
伺
�
�
、�
冬
�
�
互
�
�
�

�
�
�
�
�
言
葉
を
�
�
�
れ
�
�
�
。

�
の
冬
�
�
�
�
そ
、
豪
雪
を
通
�
�

地
域
の
良
�
、
人
の
温
�
�
を
感
�
る

�
�
�
�
�
�
�
�
。　

�
�
�
�
�
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

住所 父母の名 子の名

十　王 志鎌
智　弘 皇

こう

　成
せい

智　美

中　山 布施 剛　志 瑛
えい

　大
と

智　美

箕和田 大沼 昇 昇
しょう

　太
た

幹　子

鮎　貝 荒木 智　之 陽
はる

　翔
と

芳　美

鮎　貝 荒木 智　之 陽
ひ

　向
なた

芳　美

N
o.1058

2011-2
-14

　　氏　　　名　　　  住所

（沼　澤　伸　壽　　中　山
髙　野　佳　奈　　山形市

（水　田　広　志　　山形市
奥　山　ふみ子　　十　王

（鹿　間　康　史　　川西町
金　田　沙　織　　高　玉

ご結婚おめでとう

みんなで広げる
信　通

サ
ークル

輪

ＦＭしらたか（代表　奥山祐子 さん）

◆
結
成
は
？

�
平
成
20
年
11
月
�
�
�

◆
メ
ン
バ
ー
構
成
は
？

�
幼
稚
園
児
�
�
社
会
人
�
�
約

20
人
�
活
動
�
�
�
�
�
�

◆
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

�
鮎
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
出
演
�
�
�
�
�
�
�
先
生
�

知
�
合
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

長
井
市
�
�
�
�
教
室
�
主
宰
�

�
坂
野
先
生
�
一
緒
�
活
動
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

◆
活
動
内
容
は
？

�
練
習
以
外
�
�
�
去
年
�
一
昨

年
�
鮎
�
�
�
�
�
�
�
�
披
露

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

◆
練
習
日
は
？

�
月
�
回
�
主
�
日
曜
日
�
午
後

�
時
�
�
時
�
�
�
産
業
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
回

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

◆
ど
ん
な
練
習
を
し
て
い
る
の
？

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
全
�
知
�
�
�
人

�
�
楽
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

◆
最
後
に
ひ
と
言
（
お
知
ら
せ
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

一
度
遊
�
�
来
�
�
�
�
�
�
私

�
�
�
活
動
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
覧
�
�
�
�
�
�
�

�http
:/
/
d
ance-sp

ace.net/

�

shirataka.htm
l

�

�
連
絡
先�

奥
山
�
☎
�
�
�

�

�
�
�
�

�

�
�
�
�
夜
間
�
�
�
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音楽に合わせてステップ

お詫びと訂正…広報しらたか１月号「おくやみ」の黑澤幸さんの住所は荒砥甲ではなく、鮎貝の誤りでした。お詫びして訂正いたします。


